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重点施策1 地域におけ福祉の担い手づくりと活躍支援

ふくしの担い手づくりプラットフォームの取組状況について

資料２

差替え版



地域人材と専門人材の橋渡し
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【取組概要】
分野を超えた多様な機関が参画し、連携・連動により担い手の確保・育成・支援につながる取

組を創出する場（プラットフォーム）で、地域人材（ボランティア実践者など地域福祉に関わる
人材）と専門人材（介護・障がいなどの福祉専門職）の担い手づくりの取組を充実し、地域人材
が福祉専門職へつながる仕組みを構築し、福祉の担い手づくりの充実を図ります。

取組2

多様な機関が参画し、連携・連動することで、福祉の担い手の確保・育成・支援につなが
る取組を推進します。参画する主体の協働により、「地域人材の育成」、「地域人材から専
門人材への橋渡し」、「専門人材の活躍・定着」といった段階的な取組を創出・拡充し、福
祉の担い手の充実を目指します。

地域人材・専門人材の担い手づくりに関する各機関の取組を集約し、必要な人が必要な情
報をタイムリーに発信・受信できる仕組みを構築します。

主な事業
新規

新規

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

①結びつける場と仕組みづくり

②タイムリーな情報共有の仕組みの構築
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分野を超えた多様な機関の参
画する場で、連携・連動により
担い手の確保・育成・支援につ
ながる取組を創出する場の概念
です。

地域人材と専門人材の枠を超
えて、担い手づくりの意見交換
や課題把握、求められる取組の
検討・企画、連携した担い手づ
くりに関する事業の実施などに
取り組んでいきます。

プラットフォームとは
ボランティアきっかけ講座

とよた市民福祉大学、福祉実践教室

ボランティア情報交換会
顔の見える関係づくり支援

ボランティアコーディネート

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援
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※新規・拡充の取組

ふくしのしゃべり場（意見交換・検討の場）

1 ふくしの会（関係機関会議）

ふくし魅力発信フェア（ふくし仕事相談会含む）

ふくし仕事体験事業

ポータルサイト（情報掲示板）の運営

ふくしスタートアップ提案助成金の活用

2
3
4
5

6

新規

新規

拡充

拡充

新規

新規

地域人材と専門人材の橋渡し取組2

① 結びつける場と仕組みづくり主な事業

②タイムリーな情報共有の仕組みの構築

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

主な事業
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１

目的 キックオフ、中間報告など大きな情報共有の場

ふくしの会（関係機関会議）

概要 令和８年度
内容：プラットフォームの説明、担い手づくり講演会
参加者：専門人材、地域人材の各関係機関より参加

令和９年度
内容：プラットフォームの取組の共有、意見交換
参加者：専門人材、地域人材の各関係機関より参加

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援
① 結びつける場と仕組みづくり

実績 日時：令和８年４月２３日
人数：９１人（対面：７０人 ZOOM ：２１人）
内容：第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画地域福祉計画

講義「若者と福祉の関わり」
講師：FACE to FUKUSHI
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ふくしのしゃべり場（意見交換・検討の場）２

概要 普段の関わりを越えた新たなつながりをつくる
ふくしの楽しさ・面白さを語り合う
地域活動の面白さ、高齢者（障がい）現場の魅力を知る

目的 地域人材・専門人材（高齢、障がい等）の垣根を越えた交流の機会、学びの機会
を設けることで、福祉に触れる機会を増やすこと、活動の活性化や、モチベー
ションの向上を図る。

① 結びつける場と仕組みづくり

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

日時：年間５回開催 計画
方法：ZOOM
内容：①異業種×同世代 交流（６月、１０月 開催）

６月：ジェネレーションギャップをテーマに交流
１０月：未定

②同業種×多世代 交流（１０月、１２月 開催）
８月：「高校生が語る介護の魅力」足助高校
１２月：「（仮）介護の魅力」介護YouTuber はたつん

具体内容
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3

地域活動の魅力・楽しさをPR
高齢者（障がい）現場の魅力・楽しさをPR
マルシェや物販、芸能人のトークショーなどイベント開催

地域人材・専門人材が一体となって、ふくしの魅力を発信する機会をつくり、
若い世代を中心とした広い世代にふくしにふれてもらい、関心をもってもらう。

ふくし魅力発信フェア（仕事相談会含む）

① 結びつける場と仕組みづくり

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

日時：１２月１３日（日）
場所：福祉センター
内容：「地域で活動する楽しさ（魅力）」「福祉で働く楽しさ（魅力）

をPR
方法：１階：芸能人やマルシェ、キッチンカー

３階：地域で活動している方が、福祉に触れるきっかけを作る
４階：介護・障がいの事業所が、福祉で働く楽しさを伝える

目的

概要

具体内容
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4

福祉の仕事や活動に関心のある人（就職を希望する人を含む）を対象に、福祉の
仕事の体験ができる機会を用意し、高齢者介護・障がい者支援業務に関する理解
を深め、福祉への関わりを深める場をつくる。

高齢者（障がい）現場に関する理解を深め、就職意欲を高める。
福祉に関わるきっかけづくりにする。

ふくし仕事体験事業

① 結びつける場と仕組みづくり
重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

目的

概要

具体内容 日時：令和８年６月〜令和９年２月
内容：介護・障がいの事業所で仕事の体験（見学）をする。

介護（通所・入所・訪問）障がい（通所・入所・訪問）の中
から興味関心がある分野を選び、マッチングする。

仕事にふれるきっかけをつくり、はたらくにつなげる。
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5 ふくしスタートアップ事業（提案事業制度（助成））

ふくしの担い手づくりに関する“啓発”や“福祉の魅力を伝える”新たな取組の実現
を後押しする
一つの事業所・団体・個人では実現することが難しいことを協力して行うことで、
各々が抱える課題の解決、やってみたいの実現を目指す。

参加機関が現場ニーズに応じた連携事業を企画・実施できるように支援

① 結びつける場と仕組みづくり
重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

目的

概要

活用案

詳細

・複数事業所が連携したインターンシップ
・学校と福祉事業所の交流
・ふくし啓発イベント

上限５０万円
上限３回（段階的に減額）
公益性が高く、継続性のある活動を対象
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地域活動と福祉事業所の情報を一体的に発信する
登録者の興味関心に合った情報をプッシュ通知で届ける

情報共有ツール「ポータルサイト」（情報掲示板）６

多様な担い手（候補）と事業所・活動のマッチングを促進

②タイムリーな情報共有の仕組みの構築

重点施策1 地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

目的

概要

機能案 ＜地域活動情報＞
・市内で活動しているボランティア、市民活動団体情報
・ボランティア募集
・イベント情報

＜福祉事業情報＞
・市内の介護・障がい等の事業所基本情報
・研修等の情報
・求人情報

＜その他＞
・情報掲示板内でグループトーク


